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グループ・自主研究テーマ決め

◆実務経験の内容
1981年12月臨床検査技師国家資格取得、1982年4月長崎大学歯学部附属病院（現長崎大学病院）より2010年6月末まで勤
務、その間臨床化学検査、臨床生理機能検査、輸血検査、血液凝固検査、微生物検査、一般検査、病理組織検査（細胞診検
査）に従事した。また、医学部学生ポリクリ指導、臨床検査技師臨地実習指導等も行った。その間、2006年2月長崎大学大学院
歯学研究科博士課程（社会人特別選抜）卒業と同時に学位取得［博士（歯学）］した。その後、2010年７月より島根大学医学部
助教、2012年 1月島根大学医学部助教（学内講師）として2021年3月まで勤務。この間、病理組織学的研究（細胞診断学）を
行ってきた。

◆授業の目的・目標
研究グループを作り、次に興味ある研究タイトルを決めて、演習期間内に結果を導くためグループ内で目的を持って企画立案
し、文献検索サイトであるPubMed、CiNiiなどを用いて学術文献を検索し参考とし結果を導いていく。起承転結を明確にしてグ
ループ全員で互いに討論し協力しながら結果へと導いていくことを目標にする。これらを踏まえて卒業後の現場でチーム医療
形態を学んでいく。また、結果の集大成としてパソコンを用いてプレゼンテーションを作成し、就職後に職場や学会等の発表に
活用できるようにする。

◆授業の概要・授業方針

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

学術文献を参考にする。 出席状況、授業態度、発表点


